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 今年は、2月に横浜港に入港したクルーズ船での

新型コロナウイルス感染によるクラスターの発生を

皮きりに、日本でも感染が拡大。4月7日に緊急事

態宣言が発令され、2月に予定していた「ジェン

ダー統計パートⅡ」の公開学習会も中止せざるを得

ない状況の中、思うような活動ができませんでし

た。やっと、8月13日に第12回総会をかながわ県

民センター701ミーティングルームで開催するこ

とができました。参加者は9人。今回、学習会とい

うより、会員それぞれが関心を持つ課題を報告し合

い意見交換を行いました。 

★年金削減問題 (村田泰子さんから) 

 年金は少し上がったりしているが、介護保険が年

金から引かれ、手取りは減っている。今年は年金改

正の年、10月に国会に届けようと「年金引き下げ

反対」署名にとりくんでいるが、コロナで署名がで

きない。また、サークル活動もできないなど、年金

者組合の活動が難しい。「年金裁判」も神奈川の原

告は255人（全国で5300人）だが、すでに亡く

なった方が10人おり、裁判も厳しい状況がある。

国は年金が低いにも関わらず、生活保護の受給を

渋っている。年金組合は60％が女性、女性が声を

上げないといけない。 

★種子法と種苗法 （小島八重子さんから） 

 種子法は米や麦などの主要作物の種を国が責任を

もって安定生産と普及をする法律だが、2018年廃

止された。しかし、自治体での責任で種を守ること  

を盛り込んだ条例が現在21道県で制定されてい

る。また、「種苗法改定案」は先の国会で国民の反

対の声があがり、現在継続審議。これまで認められ

てきた農家の自家増殖を一律に禁止するもので、農

家経営にとっては高価な種を買わなければならず、

重い負担となる。「登録品種」以外の「一般品種」

は自家増殖可能というが、現在396種が「登録品

種」となっており、ゆくゆくは全種目が禁止へとな

りかねない。廃案にするしかない。 

★横浜にカジノはいらない    
        （佐久間由美子さんから） 

 コロナ禍でマカオやラスベガスのカジノは80％

の減収で再開が厳しい状況。米国のラスベガスサン

ズは横浜での実施を断念。にもかかわらず、林市長

はギブアップしていない。林市長はカジノ誘致を

「税収をあげるため」とするが、矛盾している。国

に先駆けて中止は言えないのではないか。現在、市

民側は、「カジノの是非を問う住民投票条例制定署

名」を9月4日からスタートしてとりくんでいる。 

★老人福祉施設のいま 
       （中嶋ひとみさんから） 

 コロナで困っているが、コロナ対策はない。差し

入れや面会も禁止している。1回もPCR検査してい

ないので、無症状者はわからない。マスクはある

が、消毒用アルコールがない。人員がギリギリで週

2回のお風呂の準備ができない。千代田区のように

3か月ごとにPCR検査の実施をしてほしい。 

★報告を聞き意見交換 
(本間さん)2歳下の弟のケアで疲れている。6人姉弟

間での老々介護。人生100歳なんてとんでもな

い。社会的に守る必要がある。 

（君嶋さん）コロナ感染の2月からは嵐のよう。社

協の融資も昨年度1年間109件が、3月以降

4100件に増大。「子どもに食べさせるものがな

い」など、コロナで貧困

の実態が見えてきた。 

 「困ったときは共産党」

とSNSで広がった。休業

協力金も妊婦の休暇も認

めるなど、声を上げれば

事態が変わることを実感

した。 

  

  (報告：小島八重子） 
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－２－ 

 今から60年前、安保闘争の翌年横浜市従業員労

働組合（横浜市従）は青年婦人部から分離独立し

て、婦人部を結成した。結成準備に向けた1年近い

活動の中で、忘れられないひとコマの記憶が今も

残っている。 

当時の市従委員長に「職場から男女差別をなく

し、男女平等を実現したいんです」と20代前半の

私は訴えた。温厚でリベラルな委員長とこんな話を

したと思う。「よく家事育児は婦人の天職という

が、社会で職業として通っているのはコックさんに

しても男性が当たり前、婦人が多い職種の看護婦・

保母・学校給食の調理員さんたちも待遇に差別があ

る。その原因はどこにあるのか、そういうことを考

えて運動してほしい」とこんなやりとりだったと思

う。この指摘は今でいえば、「ジェンダー平等」の

本質に関わる話だったと思う。 

今年は日本が女性差別撤廃条約を批准してから

35年が経った。1979年国連でこの「あらゆる形

態の差別を撤廃するため」の必要な措置をとるため

に、各国政府に取り組みを義務付けた画期的な条約

で、私はそう遠くない将来に男女平等が大きく前進

することを期待して胸が膨らむのを覚えた。 

その後同条約の実効性を強化するため選択議定書

（「個人通報制度」と「調査制度」を含む）が99

年に採択されたが、日本はNＧＯをはじめ多くの女

性たちのアクションの広がりにもかかわらず政府の

動きは鈍い。国会の議論を通じて、これまで障害と

されてきた「実効性、有効性への疑問」や「独立性

との関係」はクリアされてきた。 

参議院外交防衛委員会では2001年から16年ま

で、18回にわたり採択されたにもかかわらず、政

府内の一部異論により採択は保留となってしまって

いる。女性の人権を国際基準にするために1日も早

く採択してほしい。 

こ の よ う な 経 過 の 中 で 日 本 は「ジ ェ ン ダ ー

ギャップ指数」（ＧＧＧＩ）は121位まで下がっ

ている。菅内閣はこれをどう捉えるのだろうか。 

1960年の「ジェンダー平等」 

～あれから60年 
      本間 重子（会員） 

 第12回総会が8月13日かながわ県民センター

710ミーティングルームで開催され、コロナ禍に

もかかわらず9人の参加がありました。 

 冒頭の開会のあいさつで伍淑子さんは、「戦時

中女性は国家総動員で工場などに駆り出され、戦

争が終わり男たちが帰ってくると、職場から追い

出された。歴史に残す必要がある。いま、男女共

同参画推進法の第5次改定の素案が出されている。

パブコメを出していこう」と話しました。 

 総会では、議案のすべてが承認されました。次

のような意見が出されたました。 

〇WWFKの存在が知られていない。有名な講師を

呼んで学習会ができればよいが。 

〇神奈川労連の労働相談センターと連携して生活

支援のようなものができないか。コロナ禍で労

働者の雇止めや内定取り消しなどが多くなって

いるが、労働組合がそれをなかなか受け止めら

れず運動していくのが難しい。韓国のように争

議解決を請け負うようにはなっていない。 

〇会報を送付するときに、2020年度の会費を納

付するよう一筆書いたものをいれてはどうか。 

〇JAL争議の神奈川支援する会の集会がある（8月

22日終了）。 

最後に、村田泰子さんは、「コロナ禍で年金者

も働いている。親はテレワーク、子ども休校で

ずーと家にいる状態。いまが女性のがんばりどこ

ろ」とまとめました。 

【2019年度の事務局体制】 

 代表 小島八重子 

 事務局 池田資子、佐久間由美子(会計)、 

  伍淑子、本間重子、中嶋ひとみ、村田泰子 

会計監査 白井洸子 

編集委員 池田、本間、小島 

WWFK第12回定期総会から 

神奈川自治体学校・女性分科会 

 とき： 2020年11月１日（日） 
      13時30分～16時30分   

 ところ： 横浜市健康福祉センター 

 参加費：全体会から参加は1000円 

    分科会のみの参加は700円 

 内容： 「コロナ禍とジェンダー 

     ・・・自治体の役割を考える・・・」 

 ★講演 太田伊早子氏（弁護士） 

 ★現場報告  ★意見交換 

表：ジェンダーギャップ指数 



 8月4日、横浜市教育委員会が開催され、来年度

から4年間使用する中学校の教科書を採択しまし

た。これまで11年間使用してきた侵略戦争肯定・

美化の育鵬社版教科書を今回は不採択としまし

た。6人の委員の無記名投票で、歴史は4対2で帝

国書院、公民は5対1で東京書籍が採択されまし

た。幅広い市民を結集した運動が実を結びまし

た。 

 審議では、教科書取り扱い審議会の答申を尊重

し、6人の委員が教科書名を上げ、「多様性の尊

重」など具体的に発言、昨年以上に自由に活発に

審議が進められたと感じました。しかし、採決に

当たっては、従来通り無記名投票とするなど、不

透明な部分を残しています。 

 今回の教育委員会は傍聴定員を従来通り20人に

限定、約300人の申し込みがありました。また、

コロナ対策を理由に、昨年まで傍聴の抽選に外れ

た市民のために用意していた別会場での中継は行

なわず、オンライン中継を実施、資料は市のホー

ムページに掲載されました。 

 「横浜教科書採択連絡会」が用意した波止場会

館でオンライン中継を視聴、「育鵬社不採択」の

瞬間、2度にわたって拍手と歓声が会場に響きまし

た。 

 報告集会では、傍聴した市民や、連絡会スタッ

フから「11年間、血のにじむようなたたかいだっ

た。頑張った成果」「展示会でのアンケートが公

表されたのは前進」「勝利が共有できてうれし

かった」などと喜びが語られました。 

 大きく前進した横浜の教科書採択ですが、まだ

まだ他都市と比べて遅れています。学校現場・教

師の意見を反映すること、無記名投票ではなく挙

手や記名投票にす

ること、傍聴定員

を 増 や す こ と な

ど、より民主的で

開かれた採択にす

ることが求められ

ています。  

－３－ 

コロナ禍と米軍 
米軍基地の存在は、県民に多くの困難を強いて

きましたが、新型コロナ感染症に関わっても米軍

の特権行使が際立っています。９月議会でこの点

を質しました。 

米国は、感染者600万人、死者18万5千人を

超え、世界一の感染国であり、米国からの入国は

現在禁止ですが、米軍関係者は例外です。 

そのため、神奈川県内だけでも深刻な事態が続

いています。 

▼続く米軍の横暴 

結果的には回避されましたが、３月下旬、千人

以上のクラスターが発生した原子力空母から、陽

性者含む３千人が、厚木と沖縄の基地に秘密裡に

移送される計画でした。 

３月30日、米国防総省は、各基地の感染状況

非公表の方針を発表。７月には、羽田空港から入

国した米軍関係者が、検査結果が出る前に横須賀

の宿泊施設に滞在、その後陽性が判明。 

8月末、横須賀基地を母港とする原子力空母の

乗員が、感染し下船。これらの事態に対し、逗子

市議会が、感染状況の公表を国に求める意見書を

可決し、共産党県議団も、南関東防衛局・知事な

どに、適正な管理を求め

申し入れを行いました。 

 沖縄県知事が直接交渉

により感染者数公表を可

能としたこともあり、米

軍は、ようやく７月には

現存感染者数のみ公表す

るようになりました。 

9月４日現在、米軍感染者

数は、横須賀41人、座間４人ですが、新規感染

者数、累積感染者数などはわかりません。 

県内の公表内容相当を米軍に求めるよう質し

ましたが、知事は「これ以上求める考えはな

い」と答弁。 

▼検疫法と感染症法を適用せよ 

検疫法も感染症法も適用されず、米軍関係者に

ついては米軍が検疫を実施し、感染者が出ても日

本の保健所が調べることができません。日米地位

協定に検疫・感染症に関する定めがなく、日米合

同委員会で、「米軍実施」を決めているからで

す。 

ドイツでは、「伝染病の予防及び駆除について

は、ドイツの法規及び手続きが適用される」と、

北大西洋条約機構軍地位協定に伴うボン補足協定

で明記しています。 

検疫や感染予防において、国内法の適用を可能

とする地位協定改定を米国と政府に求めるよう質

したところ「国内法適用を求めて行く」とここは

きっぱり。  

君嶋ちか子がゆく⑳ 

    …神奈川県議会報告 

集会のようす 

 横浜市の中学校教科書 

 「育鵬社不採択」に 
      佐久間由美子(会員)        



 9月20日、第35回女性労働セミナー★オンライ

ン（女性労働問題研究会主催）が開催されまし

た。通常なら一堂に会してのセミナーですが、コ

ロナ禍の影響によりオンラインで行われました。

テーマは、「新型コロナと女性フリーランス〈雇

われない働き方〉」。“フリーランス”とは、自

分の得意とするスキルを、社会的に独立したかた

ちで提供し、報酬を得るという「働き方」および

「こうした働き方をする人」とあります。組織に

束縛されずに自由な働き方は一見うらやましいと

思いました。しかし、今回のセミナーでは、とり

わけコロナ禍でのフリーランスの劣悪な労働実態

が見えてきました。 

 杉村和美さん（出版ネッツ組合員・フリー編集

者）は、出版関係では「予定した企画が延期や取

りやめになり収入が途絶えた」「持続給付金や小

学校休業等対応助成金も条件合わなかった」など

セーフティネットの不備を指摘。労働者としての

判断基準の拡大や法整備の拡充をと、まとめまし

た。 

 森崎めぐみさん（協同組合日本俳優連合・国際

事業部長）は、フリーランス俳優の実態について

日本俳優連の新型

コ ロ ナ 調 査 を 紹

介。「4 月 か ら の

収入が半減または

無 収 入 が 6 割」

「給付金などの支

援策を知らないが

4割」などが明らかに。また、労災認定がされない

ことやセクハラなどのハラスメントが横行など、

衝撃的な報告がありました。 

 金井郁さん（埼玉大学教員）は、生命保険業営

業職のジェンダー問題について、歩合制であるこ

と、ケア時間の調整が可能なことにより女性が多

く携わってきましたが、対面仕事のコロナ感染の

リスクと低収入リスクにさらされているとの報告

がありました。 

 竹信三恵子さん（ジャーナリスト）は、女性フ

リーランスの労働権について、コロナ禍でテレ

ワークの推進によりよりセーフティーネットの脆

弱性が露呈、女性はワークライフバランスのため

に短時間傾向で収入も400万円未満が多い、経営

者というより労働性が高い、「労働基本権」をフ

リーランスで保障していくことが重要と強調しま

した。 

 4人の報告を聞き、性別役割分業を理由に女性た

ちを家庭内で働かせることで、低賃金不安定労働

に追いこんでいく政府・財界の意図が隠れている

ことを感じました。 

－４－ 

 世界各国の映

画祭で50冠を超

える受賞をした

話題作である。

しかし、感想を

聞かれると、話

すのが難しい。

1994年のソウル。88年にオリッピックを開催し

て、韓国は経済発展を続けている。ウニは14歳の

少女。両親、姉、兄と団地に暮らしている。ウニ

は学校に馴染めず、自分が好きになれず悩んでい

る。それは、キム・ボラ監督の少女時代を反映し

ている。 

トランポリンをしたり、ディスコへ行ったり、

ある時は万引きをする。ボーイフレンドや後輩の

女子との関係もうまく行かない等。父親は威張っ

ている。ソウル大学入学を期待されて潰れそうな

兄、父に叱られてばかりの姉、ウニは時々兄に殴

られるが、黙って我慢している。母は自分を殺し

て生きている感じがする。家族揃って食事をする

シーンが何度もあるが、団欒とは縁遠い。家族の

心はバラバラ。伯父の突然の死、ウニの手術に

よって家族に生じる動揺… 

韓国は新しい国に向けて動き出している。ウニ

の悩みなど問題ではないかもしれないが、思春期

の少女には日常生活が全て。学校と家族、その間

で揺れ動く日々を追い続けるこの映画は、同じく

話題になった「パラサイト 半地下の家族」とは

全く趣が異なる静かな作品である。 

大きな事件が起こる。金日成の死亡、ソンス大

橋の崩壊事故。ウニに「自分を好きになるには時

間がかかる」「暴力に屈せず自分の人生を生き

る」「このスケツチブックに未来を描け」と語っ

てくれた塾の教師は、ソンス大橋事故の犠牲に

なってしまう。 

 自宅で魂を無くしてぼんやりとしていたウニ

が、突然飛びはね踊り出しそして行動する。今ま

で前向きに何かをする事が無かったが、夜明け、

姉たちと事故現場を見に行くウニ。暗闇の中に壊

れた橋がある。悲しみを越え進もうとする強い意

志がウニの顔に見えた。小さいが力強く羽ばたく

「はちどり」の様に。                     

 第35回女性労働セミナー 

  ★オンラインに参加して 
         小島八重子（会員） 

 映画が好き 

  「はちどり」    

      池田  資子（会員）        


